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●�球
たま

を転
ころ

がしたり、こすったり、引
ひ

っ掻
か

 
いたりしてパッティンググリーン
面
めん

をテストする事
こと

はできません。
【R.7-1b、R.16-1d】

●�パットの線
せん

やその後
こう

方
ほう

線
せん

をまたい
だり、踏

ふ

むようなスタンスでストロー
クしてはいけません。【R.16-1e】

●�他
ほか

の球
たま

がパッティンググリーン上
じょう

で
ストロークされて動

うご

いている間
あいだ

は、
プレーヤーはストロークしてはい
けません。【R.16-1f】

●�自
じ

分
ぶん

のキャディー以
い

外
がい

の人からパッ
ティングラインの指

し

示
じ

を受
う

けること
はできません。また、ストローク中

ちゅう

はラインを示
しめ

すことはできません。
【R.8-2b】

●�別
べつ

の球
たま

が邪
じゃ

魔
ま

になる場
ば

合
あい

は、マー
クして取

と

り除
のぞ

くことができます。パッ
ティンググリーン上

じょう

でプレーした球
たま

が、パッティンググリーン上
じょう

にある

別
べつ

のインプレーの球
たま

に当たると、当
あ

てた競
きょう

技
ぎ

者
しゃ

が 2 打
だ

の罰
ばつ

を受
う

けます。
【R.19-5】

●�ストロークプレーではパットの省
しょう

略
りゃく

（OK）はできません。
●�球

たま

の一
いち

部
ぶ

がホールの縁
ふち

にかかって
いるときは、不

ふ

当
とう

に遅
おく

れることなく
ホールに歩

あゆ

み寄
よ

る時
じ

間
かん

と更
さら

に10秒
びょう

間
かん

待
ま

つことができます。その間
あいだ

に球
たま

がホールに落
お

ち込
こ

まなかったときは、
停
てい

止
し

した球
たま

とみなしてプレーを続
つづ

け
なければなりません。【R.16-2】

下
か

記
き

のものに球
たま

を当
あ

てると2 罰
ばつ

打
だ

を
加
くわ

え、球
たま

の止
と

まった所
ところ

からプレーを
続
つづ

けなければなりません。【R.17-3】

●�人
ひと

が付
つ

き添
そ

っていたり、取
と

り除
のぞ

いて
いたり、さし上

あ

げていた旗
はた

竿
ざお

。

●�旗
はた

竿
ざお

に付
つ

き添
そ

っていたり、さし上
あ

げ
ている人

ひと

。
●�球

たま

がパッティンググリーン上
じょう

でスト
ロークされた場

ば

合
あい

で、ホールの中
なか

に立
た

っていて人
ひと

に付
つ

き添
そ

われてい
なかった旗

はた

竿
ざお

。

自
じ ぶ ん

分のキャディー
以
い が い

外にラインの指
し

示
じ

を受
う

けられない

別
べつ

の球
たま

に当
あ

てたら2罰
ば つ だ

打

必
かなら

ずホールアウトしましょう

２罰
ば つ だ

打を加
くわ

え、球
たま

の止
と

まった所
ところ

からプレー

20.旗
は た ざ お

竿
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アマチュアゴルファーとは、ゴルフを報
ほう

酬
しゅう

や営
えい

利
り

を目
もく

的
てき

としないスポーツと
してプレーする人

ひと

をいいます。【アマチュア資
し

格
かく

D.1】
下
か

記
き

はアマチュア資
し

格
かく

規
き

則
そく

に違
い

反
はん

する主
おも

な行
こう

為
い

です。

◇賞
しょう

品
ひん

●賞
しょう

金
きん

を目
もく

的
てき

にゴルフをプレーすること。
●小

こ

売
うり

価
か

格
かく

75,000 円を超
こ

える賞
しょう

品
ひん

や賞
しょう

品
ひん

券
けん

を受
う

け取
と

ること。（ジュニア
競
きょう

技
ぎ

では 50,000 円）
※賞

しょう

品
ひん

券
けん

には交
こう

換
かん

賞
しょう

品
ひん

が明
めい

示
じ

されていなければならない。

●賞
しょう

品
ひん

や賞
しょう

品
ひん

券
けん

を換
かん

金
きん

すること。

◇費用
●ゴルフ競

きょう

技
ぎ

でプレーするための費
ひ

用
よう

を受
う

け取
と

ること。
例
れい

外
がい

:
a.�家

か

族
ぞく

や保
ほ

護
ご

者
しゃ

から経
けい

費
ひ

を受
う

け取
と

る場
ば

合
あい

。
b.�ジュニアに限

げん

定
てい

された競
きょう

技
ぎ

に出
しゅつ

場
じょう

する場
ば

合
あい

。
c.�国

くに

、地
ち

区
く

、都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

、倶
く

楽
ら

部
ぶ

、その他
た

類
るい

似
じ

の団
だん

体
たい

の代
だい

表
ひょう

としてチ ーム
競
きょう

技
ぎ

や強
きょう

化
か

合
がっ

宿
しゅく

に参
さん

加
か

する場
ば

合
あい

。

◇その他
●ギャンブル行

こう

為
い

を行
おこな

うこと。
●ゴルフで得

え

た名
めい

声
せい

を利
り

用
よう

して金
きん

銭
せん

的
てき

利
り

益
えき

を得
え

ること。
●ゴルフ技

ぎ

術
じゅつ

の指
し

導
どう

を行
おこな

って、報
ほう

酬
しゅう

を受
う

け取
と

ること。
●アマチュアは、プロフェッショナルツアーの登

とう

録
ろく

者
しゃ

であってはならない。

◇アマチュア資
し

格
かく

復
ふっ

帰
き

手
て

続
つづ

き
アマチュア資

し

格
かく

を喪
そう

失
しつ

しているプレーヤーがアマチュアに復
ふっ

帰
き

するために
は申

しん

請
せい

を行
おこな

う必
ひつ

要
よう

があります。

プレ ー ヤ ー 自
じ

身
しん

の 行
こう

為
い

がアマ チュア資
し

格
かく

に抵
てい

触
しょく

するかどうか は、 
まず「ゴルフ規

き

則
そく

書
しょ

のアマチュア資
し

格
かく

規
き

則
そく

」または JGA ホームページ
（http://www.jga.or.jp）に掲

けい

載
さい

されている「アマチュア資
し

格
かく

規
き

則
そく

に関
かん

す
る「ローハンディキャップ」ゴルファーのための手

て

引
び

き」をお読
よ

みください。

※詳
くわ

しくは2009年
ねん

度
ど

版
ばん

「ゴルフ規
き

則
そく

書
しょ

」216頁
ページ

~233頁
ページ

をご覧
らん

下
くだ

さい。

21.（財）日
に ほ ん

本ゴルフ協
きょうかい

会アマチュア資
し か く

格規
き そ く

則
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( 財 )日
に

本
ほん

ゴルフ協
きょう

会
かい

（以
い

下
か

JGA）は全
ぜん

国
こく

のゴルファーのハンディキャップを公
こう

正
せい

にし
て客
きゃっ

観
かん

的
てき

な方
ほう

法
ほう

で算
さん

定
てい

することにより、年
ねん

齢
れい

、性
せい

別
べつ

、技
ぎ

量
りょう

の異
こと

なる者
もの

同
どう

士
し

が対
たい

等
とう

に
競
きょう

技
ぎ

を楽
たの

しめるようにしたもので、日
に

本
ほん

で唯
ゆい

一
いつ

のオフィシャルハンディキャップです。

JGA加
か

盟
めい

ゴルフ倶
く

楽
ら

部
ぶ

及
およ

び各
かく

地
ち

区
く

連
れん

盟
めい

又
また

は各
かく

都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

ゴルフ競
きょう

技
ぎ

団
だん

体
たい

のハンディ
キャップ委

い

員
いん

会
かい

が「JGAハンディキャップ規
き

定
てい

」によって算
さん

定
てい

したJGAハンディキャッ
プ証
しょう

明
めい

書
しょ

を発
はっ

給
きゅう

する場
ば

合
あい

は、証
しょう

明
めい

書
しょ

に「JGAハンディキャップ」と明
めい

記
き

されています。

⑴�JGA公
こう

認
にん

のコースレーティングのあるコースで、ゴルフ規
き

則
そく

に基
もと

づいてプレーした
18ホールのスコアカードであれば、すべてのスコアカードが有

ゆう

効
こう

です。
⑵�提

てい

出
しゅつ

するスコアカードの有
ゆう

効
こう

期
き

間
かん

は2年
ねん

間
かん

です。
⑶�ハンディキャップ計

けい

算
さん

に必
ひつ

要
よう

なスコアカードの提
てい

出
しゅつ

枚
まい

数
すう

は、過
か

去
こ

2年
ねん

間
かん

にプレ ー
したスコアカードのうち、最

さい

新
しん

のスコアカード10枚
まい

です。10枚
まい

以
い

上
じょう

提
てい

出
しゅつ

した場
ば

合
あい

はプレー日
び

の古
ふる

い順
じゅん

に無
む

効
こう

となり、常
つね

に新
あたら

しい10枚
まい

が有
ゆう

効
こう

となります。

いつも公
こう

正
せい

なハンディキャップでプレーすることがプレーヤーの義
ぎ

務
む

です。そのた
めにも、スコアの良

よ

し悪
あ

しにかかわらず、プレー終
しゅう

了
りょう

後
ご

にはそのつど発
はっ

給
きゅう

を受
う

ける
ホームクラブ又

また

は、連
れん

盟
めい

、各
かく

都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

競
きょう

技
ぎ

団
だん

体
たい

へのスコアカードの提
てい

出
しゅつ

を心
こころ

掛
が

け
ましょう。
☆�ハンディキャップはプレーヤー自

じ

身
しん

が求
もと

めるべきものであり、いかなるプレー
ヤーも自

じ

分
ぶん

のプレー結
けっ

果
か

を記
しる

したスコアカードを提
てい

出
しゅつ

しないでハンディキャップ
を受

う

ける権
けん

利
り

は与
あた

えられていません。

⑴�各
かく

スコアカードのスコアを※ストローク・コントロールして修
しゅう

正
せい

します。

※�ストローク・コントロールとは、ハンディキャップ算
さん

定
てい

のために本
ほん

規
き

定
てい

の公
こう

式
しき

に従
したが

って、そ
のプレーヤーのJGAハンディキャップに応

おう

じて、1ホールのスコアに上
じょう

限
げん

を定
さだ

めて調
ちょう

整
せい

す
ることをいいます。

ストローク・コントロールの方
ほうほう

法

JGAハンディキャップ 1ホールのスコアの限
げ ん ど

度

プラス~0.4
すべてのホールで1オーバー・パーを限

げ ん ど

度とする。
(2オーバー・パー以

いじょう

上は、すべて1オーバー・パー
に切

き

り下
さ

げる。)

0.5~18.4
そのプレーヤーの左

さ き

記数
す う ち

値を小
しょうすうてん

数点以
い か

下第
だい

1位
い

を
四
し し ゃ ご に ゅ う

捨五入した数
す う ち

値と同
どうすう

数までは、2オーバー・パーを
限
げ ん ど

度とする。
残
のこ

りは1オーバー・パーを限
げ ん ど

度とする。

18.5~36.4
そのプレーヤーの左

さ き

記数
す う ち

値を小
しょうすうてん

数点以
い か

下第
だい

1位
い

を
四
し し ゃ ご に ゅ う

捨五入した数
す う ち

値から18を引
ひ

いた数
かず

と同
どうすう

数までは、
3オーバー・パーを限

げ ん ど

度とする。
残
のこ

りは2オーバー・パーを限
げ ん ど

度とする。

36.5~50.0
そのプレーヤーの左

さ き

記数
す う ち

値を小
しょうすうてん

数点以
い か

下第
だい

1位
い

を
四
し し ゃ ご に ゅ う

捨五入した数
す う ち

値から36を引
ひ

いた数
かず

と同
どうすう

数までは、
4オーバー・パーを限

げ ん ど

度とする。
残
のこ

りは3オーバー・パーを限
げ ん ど

度とする。

⑵�各
かく

スコアカードについての※ディファレンシャルを算
さん

出
しゅつ

します。

※�ディファレンシャルとは、ストロークコントロールした修
しゅう

正
せい

スコアと、そのスコアを出した
コースのJGAコースレーティングの差

さ

をいいます。

【例
れい

】ストロークコントロールした修
しゅう

正
せい

スコア90、JGAコースレーティング
が70.2の場

ば

合
あい

のディファレンシャルの出
だ

し方
かた

90 ー 70.2=19.8
ディファレンシャルは 19.8 になります。

ハンディキャップ編
へん

5.ハンディキャップの計
け い さ ん

算

1.JGAハンディキャップとは

2.JGAハンディキャップの発
はっきゅう

給

3.JGAハンディキャップ計
けいさん

算に有
ゆうこう

効なスコアカードの提
ていしゅつ

出

4.すべてのスコアカード提
ていしゅつ

出が義
ぎ む

務
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⑶ �10 枚
まい

のスコアカードの中
なか

でディファレンシャルの最
もっと

も低
ひく

いスコアカード
5 枚

まい

を用
もち

いて計
けい

算
さん

します。

⑷�まず 5 枚
まい

のスコアカードのディファレンシャルの平
へい

均
きん

を計
けい

算
さん

します。

⑸�算
さん

出
しゅつ

したディファレンシャル平
へい

均
きん

値
ち

に「0.96」を乗
じょう

じ、小
しょう

数
すう

点
てん

以
い

下
か

第
だい

2 位
い

を四
し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

した小
しょう

数
すう

点
てん

以
い

下
か

第
だい

1 位
い

の数
すう

値
ち

が、プレーヤーの「JGAハンディ
キャップ」です。

⑹�初
はじ

めて「JGA ハンディキャップ」を取
しゅ

得
とく

する場
ば

合
あい

は、最
さい

初
しょ

にハンディキャッ
プ 50.0としてストローク・コントロールしたスコアで計

けい

算
さん

し、仮
かり

のハンディ
キャップを出

だ

します。その仮
かり

ハンディキャップを基
もと

に、改
あらた

めてストローク・
コントロールして算

さん

定
てい

します。

ストローク・コントロールの実
じつれい

例（男
だ ん し

子コースレート70.2・女
じ ょ し

子コースレート75.3の場
ば あ い

合）

Hdcp15.4 の場
ば あ い

合 (2オーバー・パーは15ホールまで、残
のこ

りは1オーバー・パーを限
げ ん ど

度とする)

ホール

パー

スコア

ESC

1

5

7

×

2

4

4

3

3

4

4

4

7

⑥

5

4

6

×

6

3

3

7

4

4

8

4

7

⑥

9

5

5

OUT

36

47

45

10

4

6

×

11

4

4

12

5

8

⑦

13

3

4

14

4

7

⑥

15

4

4

16

4

5

17

3

3

18

5

5

TOTAL

72

93

89

I N

36

46

44

( 男
だ ん し

子 ) ESC (89) ーコース・レート(70.2) = ディファレンシャル (18.8)
( 女
じ ょ し

子 ) ESC (89) ーコース・レート(75.3) = ディファレンシャル (13.7)

上
じょう

記
き

それぞれのクラス別
べつ

のハンディキャップ 15.4、29.8、38.0 の人
ひと

のスト
ローク・コントロールの方

ほう

法
ほう

を示
しめ

しました。

(注 )�×印
じるし

は許
ゆる

されるオーバー・パーのホール�
 ○数

すう

字
じ

はストローク・コントロールされた数
すう

字
じ

�
ESC(Equitable Stroke Control)は公

こう

正
せい

なストローク・コントロールの略
りゃく

Hdcp29.8 の場
ば あ い

合 (3オーバー・パーは12ホールまで、残
のこ

りは2オーバー・パーを限
げ ん ど

度とする)

ホール

パー

スコア

ESC

1

5

9

⑧

2

4

6

3

3

4

4

4

5

5

4

7

×

6

3

4

7

4

8

⑦

8

4

5

9

5

8

×

OUT

36

56

54

10

4

5

11

4

6

12

5

8

×

13

3

3

14

4

8

⑦

15

4

5

16

4

4

17

3

6

×

18

5

9

⑧

TOTAL

72

110

106

I N

36

54

52

( 男
だ ん し

子 ) ESC (106) ーコース・レート(70.2) = ディファレンシャル (35.8)
( 女
じ ょ し

子 ) ESC (106) ーコース・レート(75.3) = ディファレンシャル (30.7)

Hdcp38.0 の場
ば あ い

合 (4オーバー・パーは2ホールまで、残
のこ

りは3オーバー・パーを限
げ ん ど

度とする)

ホール

パー

スコア

ESC

1

5

9

×

2

4

8

×

3

3

7

⑥

4

4

6

5

4

6

6

3

4

7

4

6

8

4

6

9

5

6

OUT

36

58

57

10

4

6

11

4

6

12

5

9

⑧

13

3

5

14

4

8

⑦

15

4

6

16

4

7

17

3

4

18

5

7

TOTAL

72

116

113

I N

36

58

56

( 男
だ ん し

子 ) ESC (113) ーコース・レート(70.2) = ディファレンシャル (42.8)
( 女
じ ょ し

子 ) ESC (113) ーコース・レート(75.3) = ディファレンシャル (37.7)

複
ふく

数
すう

の倶
く

楽
ら

部
ぶ

に所
しょ

属
ぞく

するプレーヤーは、その中
なか

の1つの倶
く

楽
ら

部
ぶ

をホームク
ラブと指

し

定
てい

し、その倶
く

楽
ら

部
ぶ

で正
ただ

しいハンディキャップ査
さ

定
てい

を受
う

けてください。
ハンディキャップが変

へん

動
どう

した時
とき

は、速
すみ

やかに他
ほか

の所
しょ

属
ぞく

倶
く

楽
ら

部
ぶ

へ報
ほう

告
こく

し、ハン
ディキャップ改

かい

正
せい

を申
もう

し出
で

ましょう。また、ホームクラブを変
へん

更
こう

する場
ば

合
あい

は、新
しん

旧
きゅう

の倶
く

楽
ら

部
ぶ

に速
すみ

やかに届
とど

け出
で

ることが必
ひつ

要
よう

です。

6.JGAハンディキャップ証
しょうめいしょ

明書の有
ゆ う こ う き か ん

効期間

7.複
ふ く す う

数の倶
く ら ぶ

楽部に所
し ょ ぞ く

属するプレーヤー

JGA ハンディキャップ証
しょう

明
めい

書
しょ

の有
ゆう

効
こう

期
き

間
かん

は 6 ヶ
か

月
げつ

とします。
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“ゴルファーは自
じ

分
ぶん

の現
げん

在
ざい

のゴルフ技
ぎ

量
りょう

を公
こう

式
しき

な標
ひょう

準
じゅん

規
き

定
てい

に基
もと

づくハン
ディキャップで示

しめ

す責
せき

任
にん

がある”ということになります。したがって意
い

図
と

的
てき

に実
じつ

力
りょく

より多
おお

い、あるいは少
すく

ないハンディキャップや、または正
せい

確
かく

な自
じ

分
ぶん

のハン
ディキャップを示

しめ

す努
ど

力
りょく

を怠
おこた

っているプレーヤーは、すべて他
ほか

のプレーヤー
に迷

めい

惑
わく

をかけ、競
きょう

技
ぎ

意
い

欲
よく

を喪
そう

失
しつ

させてしまい、ゴルフの精
せい

神
しん

でいう誠
せい

実
じつ

さに
欠
か

けていると言
い

わざるを得
え

ません。
現
げん

状
じょう

ではプレーの規
き

則
そく

に対
たい

する倫
りん

理
り

観
かん

とはかなり違
ちが

うゴルファーが多
おお

いと
言
い

えます。ただし人
ひと

によっては、自
じ

分
ぶん

は家
か

族
ぞく

や特
とく

定
てい

の仲
なか

間
ま

とマッチプレーし
かやらないから公

こう

式
しき

のハンディキャップは不
ふ

要
よう

と考
かんが

える人
ひと

もおりますので、こ
れらの人

ひと

も含
ふく

めて不
ふ

誠
せい

実
じつ

と言
い

っているわけではありません。しかし多
おお

くのゴル
ファーは、クラブ競

きょう

技
ぎ

や不
ふ

特
とく

定
てい

の人
ひと

達
たち

との競
きょう

技
ぎ

に参
さん

加
か

する機
き

会
かい

を有
ゆう

してい
るわけですから正

ただ

しいハンディキャップを示
しめ

す責
せき

任
にん

はあると考
かんが

えるべきです。
JGA ハンディキャップ規

き

定
てい

では、その発
はっ

給
きゅう

に当
あ

たって最
さい

低
てい

10 枚
まい

のラウンドス
コアカードの提

てい

出
しゅつ

を義
ぎ

務
む

づけていますが、何
なに

より大
たい

切
せつ

なことは “自
じ

分
ぶん

の現
げん

在
ざい

の正
ただ

しいハンディキャップを示
しめ

す責
せき

任
にん

” について “プレーの規
き

則
そく

を守
まも

る”こと
と同

おな

じレベルの倫
りん

理
り

観
かん

をもつべきということでしょう。

以
い

上
じょう

に属
ぞく

するプレーヤーは等
ひと

しく「JGA ハンディキャップ」を取
しゅ

得
とく

する権
けん

利
り

を有
ゆう

します。これらのいずれにも属
ぞく

していないプレーヤーは「JGA ハンディ
キャップ」の取

しゅ

得
とく

はできません。詳
くわ

しくは ( 財 ) 日
に

本
ほん

ゴルフ協
きょう

会
かい

又
また

は各
かく

地
ち

区
く

ゴルフ連
れん

盟
めい

にお問
と

い合
あ

わせください。

9.「ゴルフの精
せいしん

神」の視
し て ん

点からハンディキャップ規
き て い

定を見
み

ると

10. マッチプレーにおけるハンディキャップについて
マッチプレーにおけるハンディキャップは、両

りょう

者
しゃ

の差
さ

をハンディキャップとし、
ハンディキャップホール No. に用

もち

います。例
たと

えばハンディキャップ 3.1と10.5
のプレーヤーの場

ば

合
あい

、両
りょう

者
しゃ

の差
さ

7.4 の小
しょう

数
すう

点
てん

以
い

下
か

第
だい

1 位
い

を四
し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

した7
をハンディキャップホール No.7までに用

もち

いて各
かく

ホールの勝
か

ち負
ま

けを決
き

めま
す。3/4 ハンディキャップを採

さい

用
よう

する場
ば

合
あい

は、ハンディキャップの差
さ

に3/4を
乗
じょう

じ、小
しょう

数
すう

点
てん

第
だい

1 位
い

を四
し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

した数
かず

のホールをハンディキャップホールと
しますが、JGAでは両

りょう

者
しゃ

のハンディキャップの差
さ

の 100％を推
すい

奨
しょう

しています。

マッチングカードの方
ほう

法
ほう

は、委
い

員
いん

会
かい

が定
さだ

めたアウトまたはインの9ホールズを
比
ひ

較
かく

し、最
もっと

も成
せい

績
せき

の良
よ

い競
きょう

技
ぎ

者
しゃ

を優
ゆう

勝
しょう

者
しゃ

とする方
ほう

法
ほう

です。ハンディキャップ・
ストロークプレーでこの方

ほう

法
ほう

を用
もち

いる場
ば

合
あい

は、マッチングするホール数
すう

に応
おう

じてフル・ハンディキャップの 1/2、または 1/3 か 1/6とすべきで、ハンディ
キャップは小

しょう

数
すう

点
てん

第
だい

3 位
い

を四
し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

し小
しょう

数
すう

点
てん

第
だい

2 位
い

までを表
ひょう

示
じ

します。

距
きょ

離
り

のみならず高
こう

低
てい

差
さ

、グリーンのアンジュレーション、ハザードの難
むずか

しさな
どを総

そう

合
ごう

的
てき

に数
すう

値
ち

で評
ひょう

価
か

したもので、スクラッチプレーヤー（Hdcp0.0）が
仮
かり

に10 回
かい

プレーした場
ば

合
あい

の平
へい

均
きん

スコアに近
ちか

いものを想
そう

定
てい

しています。
コースレーティングは、ハンディキャップを査

さ

定
てい

するための、基
き

準
じゅん

定
てい

数
すう

もし
くは物

もの

差
さし

的
てき

な数
すう

値
ち

ですから、倶
く

楽
ら

部
ぶ

のグレードや良
よ

し悪
あ

しには全
まった

く関
かん

係
けい

あ
りません。

11.ハンディキャップ・ストロークプレー競
き ょ う ぎ

技での
マッチングスコアカード方

ほ う し き

式について

8.（財）日
に ほ ん

本ゴルフ協
きょうかい

会「JGAハンディキャップ」取
しゅとく

得について…

12.コースレーティングとは

⑴ JGA 加
か

盟
めい

団
だん

体
たい

（8 地
ち

区
く

連
れん

盟
めい

）
⑵ JGA 正

せい

会
かい

員
いん

（加
か

盟
めい

ゴルフ倶
く

楽
ら

部
ぶ

）
⑶ JGA 個

こ

人
じん

会
かい

員
いん

・ジュニア会
かい

員
いん

⑷ 都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

ゴルフ競
きょう

技
ぎ

団
だん

体
たい

⑸ ㈳日
に

本
ほん

パブリックゴルフ場
じょう

事
じ

業
ぎょう

協
きょう

会
かい

加
か

盟
めい

ゴルフ場
じょう

⑹ JGA が認
みと

めた組
そ

織
しき

・団
だん

体
たい
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⑴�ゴルフ規
き

則
そく

にのっとり、JGAコースレーティングのあるコースでプレーした
18ホールズのスコアであれば、すべてのスコアが有

ゆう

効
こう

です。
⑵�アゲンスト・パー、ステーブル・フォード競

きょう

技
ぎ

などのスコアカ ードも、
全
ぜん

ホールのスコアが記
き

入
にゅう

してあれば有
ゆう

効
こう

です。
⑶�コンシード（OKされたパット）は 1ストロークとしてスコアに含

ふく

めてください。
⑷�ハンディキャップ査

さ

定
てい

の場
ば

合
あい

に提
てい

出
しゅつ

するスコアカードには、マーカーの
署
しょ

名
めい

がなくてもかまいません。
⑸�距

きょ

離
り

計
けい

測
そく

器
き

を用
もち

いて出
だ

したスコアは、JGA ハンディキャップ査
さ

定
てい

用
よう

として
受
じゅ

理
り

されます。

注)�但
ただ

し、距
きょ

離
り

の計
けい

測
そく

に加
くわ

え、プレーヤーのプレーに影
えい

響
きょう

する可
か

能
のう

性
せい

のあるその他
ほか

の状
じょう

況
きょう

�
（風

かざ

向
む

きや勾
こう

配
ばい

など）をも測
そく

定
てい

・計
けい

測
そく

できる機
き

能
のう

を併
あわ

せ持
も

った距
きょ

離
り

計
けい

測
そく

器
き

を使
し

用
よう

して出
だ

されたスコアは、たとえそうした機
き

能
のう

がオフになっていたり使
し

用
よう

されなかったとしても、
JGAハンディキャップ査

さ

定
てい

用
よう

として受
う

け入
い

れられません。

財団法人日本ゴルフ協会 (JGA)
〒104-0031　東京都中央区京橋 1-12-5  京橋 YSビル 2F

TEL.03-3566-0003　URL http://www.jga.or.jp/

各地区ゴルフ連盟

北海道ゴルフ連盟（HGA）
TEL.011-221-4564
URL http://www.hga.gr.jp

東北ゴルフ連盟（TGA）
TEL.022-225-5236
URL http://www.tga.gr.jp/

関東ゴルフ連盟（KGA）
TEL.03-6278-0005
URL http://www.kga.gr.jp/

中部ゴルフ連盟（CGA）
TEL.052-586-1345
URL http://www.cga.jp/

関西ゴルフ連盟（KGU）
TEL.06-6445-3556
URL http://www.kgu.gr.jp/

中国ゴルフ連盟（CGU）
TEL.082-247-2719
URL http://www.cgu.gr.jp

四国ゴルフ連盟（SGU）
TEL.089-990-3260
URL http://www.sgu.gr.jp/

九州ゴルフ連盟（GUK）
TEL.092-751-0955
URL http://www.guk.jp/

13.JGAハンディキャップ査
さ て い

定に採
さいよう

用されるスコアカードについて




